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大関寵京醤士25ミナ-2001
Fネvトワーワ環境下記おけるE遺言語韓サ-1::ス』
欝iI¥ームベータから場事番組串しmみができまctl

h即 :11¥"府 w07.u-p畠ge.so-l'I.et.ne.j程Irg7Jd食k/occ.htrn

B時:2001年4詩から8母(閏 1@.土曜日〉金5回
14:00・15:30 欝麓 15:40・17:00 欝頴臨答

*襲5田舎鯖!之よる需震は、 3Jtt予定(各発議時閣30倍、関媛隠密20倍)

場開キャシパスプラザ (JR京醤駅前〉

事委担麗:1000由/1圏〈第5留を酪く〉

主催六学恩寵韓問題萌問舎京醤支部(蛮声記援をします〉

*各むミナー鰐7接、懇親会を予定

第!盟専時288.(土)

議議能諺医(蝿屋醤庖)rデイラクIL時代の出額メディ7'J

第2圏 5日268(土}谷口甑宍底(宛翠白子穴学)r瞳子菌寵鶴の辞錨J

第3園長田238(土〉

六輔醤盤底(同志祉大学)rネνトワーつ時代の嘱報リチラシー毅曹j

第4圏 7自14芭(土):Jt亮一匹(穴臨市立大学) rメタデータと堕審髄J
第5盟 8時 48(土)穴圏罰金蝿!之よる僅人発窓3高林本語簾中林事

C:c罪釦弓色3 大図研京都セミナ-m....….....・ H ・....・ H ・1頁

支部報編集部では会員の皆さんから 1 ~.. jお知らせ・・・・・・・・・・・・.................・・・ 1頁

の投稿をお待ちしています。ホームベ I. I電子ジャーナル・電子資料をめぐって……・2頁

ージから投稿ができます。投下一ジセミナーの発表者募集中!.，.・ H ・...・H ・...・H ・"3頁

は下記の URLか らお気軽に次|第6田支部委員会報告…・ぃ・…・………4頁

露支部報投稿圏 r-----' 

h句 ://www07ル伊都 砕net.ne.jp/rg7/dtkk/reIご意見・ご要望、投稿はメール、又は FAXで

c.h佃 i編集気付 (dkamr3位@勾ro川崎.ne.jp) takitaまで
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電手三:ゃーナ IL..電手費料もめぐっと
大菌研京都包ミナ-2001

「ネットワーワ環境下12.おける図書館サー巴スJ
開催12.あ芝って

六館岡部

図書館は現在、パッケージ形態の資料とともにネットワーク上のサーパに蓄積された電

子データといった形態の資料も取り扱うようになっている。これは見方をかえれば所有と

アクセスを併用する時代に移行していると言える。

国立情報学研究所は 1999年度の総合目録小委員会及び総合目録委員会での検討の結果、

「暫定案」というかたちで総合目録データベースにおける電子ジャーナルの取扱い方針を

公開した (NACSIS-CATsLLニュースレター 1号 2000.8.10)。

同研究所が運営する新目録所在情報システムに関するメーリングリスト (NEWCAT・ML)

において、この 2月から 3月にかけて総合目録データベースへの電子ジャーナルの登録を

めぐっての発言が取り交わされている。そこに見られるのはネットワーク系電子資料の取

り扱い件数が増加しつつある中での過渡期特有の試行錯誤の様相である。

電子図書館サービス NACSIS-ELSで提供している学協会誌の総合目録データベース

CSE回 AL)への登録が国立情報学研究所によって先行的にこの 2月になって続々と行われ

ているが，登録された書誌レコードの内容に対しての質問とこれに対する回答から判断す

ると、データ登録のノレーノレの適用について国立情報学研究所自身の態度がすべての面で明

確とは言えない。

この状態で各参加機関による書誌レコード登録が開始することは、時期尚早だという発

言が出ている。事実、この{牛に関して、国立情報学研究所側からは「電子ジャーナル登録

については、こちらで、レコード登録をいくつか行ない、事例等を例示できるようにした

うえで依頼する予定であり、暫定的な方針の部分は、それを明示し、参加舘からの意見等

もあわせて集約していきたい」旨の回答が出ている。

別のML参加者は「電子ジャーナノレの実例・現状に即して、適切な規定に修正してゆく

必要がある。実例のないところで、理論だけ先行しでも、うまい規定とならない。 Jと発

言している。そういう意味では、日本目録規則 1987年版改訂版において、電子資料に関

する見直しがなされ、 2000年 8月に刊行された「第 9章電子資料」も同じような見方が

できるのではないか。

ここで問題になっていることは、ネットワーク上の電子資料の書誌作成単位をどのよう

にとらえるかということである。たとえば、同一冊子体に対応する電子ジャーナノレが覆数

の頒布者・制作者から提供される場合、電子ジャーナノレのレコードは冊子体のレコードと

常に 1 1で対応するわけではない。

国立情報学研究所によれば、冊子体ジャーナノレの「出版者J が異なれば別誉誌レコード
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とするが、電子ジャーナノレの「サーピス提供者」が異なっても別番誌レコードとしないと

のことだが、「出版者」と「サービス提供者」を識別するための明確な定義がなされてい

ない。また電子ジャーナJレを複製物として取り扱わなないとされているが、電子ジャーナ

ノレ内部に出版事項の表示がある場合、優先靖報源のタイト/レ画面に何らかの記述がないか

ぎりそれが電子ジャーナノレの出版事項として事実であるか否かに関わらずそのまま転記す

ることになってしまうといった問題点が指摘されている。

以上の点は、冊子体ジャーナノレと別に電子ジャーナノレの書誌レコードを作成しなくても

よい運用方法、たとえば所蔵レコードの側の運用(冊子体とは LOCが異なる別所蔵レコ

ードとする)で克服できるという提言が出ている。

また電子ジャーナノレのサービスで本文にアクセスできるタイトノレについて、個々の資料

のn 所蔵"目録として網羅的に表現するのは不可能であり、そのような状態で従来の OP

ACに電子ジャーナノレの情報を混在させることは必ずしもプラスにならないといった問題

点も指摘されている。

ここまでの話は電子ジャーナノレというまだなんらかのまとまりのある対象についてであ

ったが、インターネット上では無秩序なコンテンツ群の混沌とした海の中から、目指す情

報を含んでいそうな情報切片を探し出さなければならない。

電子図書館のコンテンツとしても、従来の書籍や雑誌記事の枠にとらわれない形態のも

のが増えてくると予想される。

ごく短い文章、断片とも呼べるメモ、データの小さな塊、イラストや写真の一枚一枚な

どが、その小さな単位で流通し始めると、この情報切片になんとか顔をつけ、識別し、新

たな法則に則って整理し直し、管理することによって、利用者にとってコンテンツを判断

しやすいものにし、欲しい情報にアクセスしやすい環境を整備しなければならない。

しかし、このような情報切片にタイトルによる識別同定は難しい。インターネット上で

の情報資源の発見を目的として提案されたメタデータであるダプリンコア(Dublin Core) 

(注)にしても、このような小さな単位の情報切片に十分に対応できるとは思われない。

ネットワーク環境下における図書館サーピスはこのような状況に対して、どこまで対応

できるのかわからないが、今回の連続セミナーで何かヒントがつかめるかも知れないと期

待している。

(おおだて かずお 京都学園大学総合研究所事務室)

注) Langu唱 esfor Dublin Core 

h於p://www.dlib.org/dlib/december98/12baker.htmI

-……・…..i.I思統Is.・SまS官官.42tコ...
--警護.説島銭安ff遺著書聖饗;害援欝務豪華堅調官重要~選議謹;現賓痩穿軍事官療護i

fパi$!ef，). 穿ifl15llB~30B‘ ..  i81!l~20Bë.虜'fi1ðn~す。
嘉手1Jli$~ð~.フ "Ci8厚L- "C'Fdllo 

J6NIt{;t 
#よd皆パます affð6lJt~言語宮9揮IItJ7ター膚語flJ!J!lj膏

デ603-8577 NlffnJjtrg夢N6Jljt/IJ58・I
Tel:075-465-8222 Fax:075.回 485-8252
E-mail:ino-msf@sf.rifsumei.8c.jp 
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もう l名の発表の内諾を得:

第 6回京都支部委員会報告

時:2001年 3月 6日(火) 19:00-21:00 
所:京都大学F付属図書館 3Fスタッフラワンジ
席:井上、大館、大綱、金森、篠原、田北、呑海、赤1畢 (オブザーパー)

5名• 1999年度会費未納者
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: [報告事項}
1 .会員構報

ー ・新規入会者 1名
2. 財政情報

・1998年度会費未納者
• 2000年度会費未納者

[審議事項]
: 1 大図研京都セミナーについて

1 )個人発表者としてすでに確定している 1名のほか、
. ていることの報告があり、これを承認した。

2 )役割分担
1 ・開会挨拶 井上
ー ・苛会 大館

・講師との連絡・応対
・原稿依頼 関北
.写真掻影および録音記録
e 受付 赤淳、国北
-横断幕準備 閏北
・懇親会準備 井上
会 場
・キャンパスプラザ 2F第 2会議室

2.支部報について
1) 3月号について
2) 4月号について
3) 5月号について
4) 6月号について
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*支部委員会報告は、大菌研京都のホームページにも掲載しています。
副知:llwV'!w07."!J.・02定e.w-net.lle.io/~7/dtkk!r民.htm

大層研京都のホ}ムページ URL

htw:llm\晴07.涯-~age.so・E払ne•. lp/時7/dt地li凶偲.ht盟

ーを量豊富鶴λoお騒い
2 0 0 0年度までの会費未納の会員さんは、至急会費の納入をお願いします。 j
会費についての問い合わせは財政担当支部委員の大綱浩ーさん、又は
最寄りの支部委員又は、編集子までお願いします。 : 
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